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問合せ先責任者 (役職名) 執行役員 経理部長 (氏名) 杉田 雅治 (TEL)03(6741)5880 

四半期報告書提出予定日 平成 31年２月 13日 配当支払開始予定日 ― 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有 

四半期決算説明会開催の有無 ：無 

（百万円未満切捨て） 
１．平成 31年３月期第３四半期の業績（平成 30年４月１日～平成 30年 12月 31日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 2,552 1.6 544 8.4 544 8.4 346 9.0 
30年３月期第３四半期 2,512 4.8 501 20.3 502 18.2 317 18.4 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益  

 円   銭 円   銭 

31年３月期第３四半期 54.32 53.63 
30年３月期第３四半期 49.91 49.17 

 
（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 3,013 2,637 87.3 
30年３月期 2,677 2,282 85.2 

（参考）自己資本  31年３月期第３四半期   2,629百万円   30年３月期   2,281百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭    
30年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00    
31年３月期 ― 0.00 ―      

31年３月期(予想)    0.00 0.00    

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

 
３．平成 31年３月期の業績予想（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日） 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 3,650 10.4 705 8.6 696 6.8 445 6.0 69.93 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

 



 

※ 注記事項 
 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 

(注)  詳細は、添付資料５ページ「（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。 
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

（注) 詳細は、添付資料５ページ「（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ

い。 

 

（３） 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 6,384,000株 30年３月期 6,373,500株 

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ ―株 30年３月期 ―株 

③ 期中平均株式数(四半期累計) 31年３月期３Ｑ 6,382,183株 30年３月期３Ｑ 6,370,500株 

 

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(将来に関する記述等についてのご注意) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の
ご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などによる緩やかな景気回復基

調が見られるものの、米中貿易摩擦の深刻化や原油価格、為替相場の変動など、海外政治・経済情勢は不確実性を

高めており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 このような状況下、当社におきましてはＭＦＤ事業において、定期購入サービスである「栄養士おまかせ定期

便」の利用者拡大及び健康食通販カタログ『ミールタイム』及び『ミールタイム ファーマ』の紹介ネットワーク

拡大を軸に推し進め、新規・定期購入顧客数の拡大に努めました。

 マーケティング事業においては、健康食通販カタログ『ミールタイム』及び『ミールタイム ファーマ』の２誌

に掲載する広告枠の販売、また、健康食通販カタログ『ミールタイム』の紹介ネットワークを活用した業務受託に

ついても、新規クライアントの開拓や既存クライアントからの複数案件の獲得により順調に推移しました。

 以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は2,552,099千円（前年同四半期比1.6％増）、営業利益は544,163

千円（同8.4％増）、経常利益は544,633千円（同8.4％増）、四半期純利益は346,659千円（同9.0％増）となりま

した。

 

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① ＭＦＤ事業

 当セグメントにおきましては、四季ごとに実施している商品入れ替えに伴う新商品の開発や全国の医療機関等

へ当社及びサービス認知度の向上にむけた取り組みによる紹介ネットワークの拡大と深耕、新規顧客の獲得に注

力し、また、当社の管理栄養士・栄養士が顧客の疾病、制限数値、嗜好に合わせて食事を選び定期購入できるサ

ービス「栄養士おまかせ定期便」への積極的な移行を中心とした販売に努めました。

 さらに、当第３四半期会計期間におきましては、食事制限のある方にも安心してお召し上がりいただけるよう

趣向を凝らした、当社の管理栄養士・栄養士による食事相談サポート付き『私のおせち』の販売が順調に推移し

ました。その結果、ＭＦＤ事業における売上高は2,237,482千円（前年同四半期比0.5％増）、セグメント利益

（営業利益）は557,207千円（同8.8％増）となりました。

② マーケティング事業

 当セグメントにおきましては、健康食通販カタログ『ミールタイム』及び『ミールタイム ファーマ』の２誌

による広告枠の販売、また、紹介ネットワークを活用した業務受託において複数の案件を獲得し、堅調に推移し

た結果、売上高は314,617千円（前年同四半期比10.2％増）、セグメント利益（営業利益）は232,164千円（同

7.9％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 総資産

 当第３四半期会計期間末における総資産は前事業年度末より336,315千円増加し、3,013,469千円となりまし

た。これは主に、現金及び預金の減少291,958千円があった一方、売掛金の増加42,956千円、商品の増加51,813

千円、有形固定資産の増加519,955千円によるものであります。有形固定資産の増加の内、新工場建設用地(土

地)の取得が519,753千円を占めております。

② 負債

 当第３四半期会計期間末における負債は前事業年度末より18,965千円減少し、376,158千円となりました。こ

れは主に、買掛金の増加43,957千円があった一方、未払金の減少20,449千円、未払法人税等の減少43,357千円、

賞与引当金の減少9,454千円によるものであります。

③ 純資産

 当第３四半期会計期間末における純資産は前事業年度末より355,280千円増加し、2,637,310千円となりまし

た。これは主に、利益剰余金の増加346,659千円によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年３月期の業績予想につきましては、当第３四半期累計期間の業績及び今後の見通しを検討した結果、現

時点においては平成30年４月27日付「平成30年３月期 決算短信」にて発表いたしました業績予想からの変更はあ

りません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(平成30年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,128,168 1,836,210 

売掛金 197,762 240,719 

商品 225,227 277,041 

仕掛品 373 1,233 

貯蔵品 81 262 

その他 25,943 47,754 

貸倒引当金 △93 △73 

流動資産合計 2,577,463 2,403,147 

固定資産    

有形固定資産    

土地 － 519,753 

その他 26,035 26,237 

有形固定資産合計 26,035 545,991 

無形固定資産 6,818 5,299 

投資その他の資産 66,836 59,031 

固定資産合計 99,690 610,321 

資産合計 2,677,153 3,013,469 

負債の部    

流動負債    

買掛金 104,942 148,900 

未払法人税等 130,441 87,084 

賞与引当金 23,212 13,758 

その他 131,077 120,960 

流動負債合計 389,673 370,702 

固定負債    

資産除去債務 5,450 5,456 

固定負債合計 5,450 5,456 

負債合計 395,124 376,158 

純資産の部    

株主資本    

資本金 274,236 274,939 

資本剰余金 224,236 224,939 

利益剰余金 1,783,460 2,130,119 

株主資本合計 2,281,932 2,629,998 

新株予約権 97 7,311 

純資産合計 2,282,029 2,637,310 

負債純資産合計 2,677,153 3,013,469 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

 当第３四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 2,512,635 2,552,099 

売上原価 1,034,935 1,010,308 

売上総利益 1,477,700 1,541,791 

販売費及び一般管理費 975,908 997,627 

営業利益 501,791 544,163 

営業外収益    

受取手数料 513 501 

その他 108 368 

営業外収益合計 621 869 

営業外費用    

雑損失 0 400 

営業外費用合計 0 400 

経常利益 502,413 544,633 

税引前四半期純利益 502,413 544,633 

法人税等 184,435 197,974 

四半期純利益 317,977 346,659 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

 「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号平成

30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に対して権利確

定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基

準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

 ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従って

おり、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引につ

いては、従来採用していた会計処理を継続しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  ＭＦＤ 

マーケ 
ティング 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,227,218 285,417 2,512,635 2,512,635 － 2,512,635 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 2,227,218 285,417 2,512,635 2,512,635 － 2,512,635 

セグメント利益 512,038 215,130 727,168 727,168 △225,376 501,791 

（注）１．セグメント利益の調整額は全社費用△225,376千円であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  ＭＦＤ 

マーケ 
ティング 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,237,482 314,617 2,552,099 2,552,099 － 2,552,099 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 2,237,482 314,617 2,552,099 2,552,099 － 2,552,099 

セグメント利益 557,207 232,164 789,372 789,372 △245,208 544,163 

（注）１．セグメント利益の調整額は全社費用△245,208千円であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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